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調査研究実績 

の概要○○○ 

研究の学術的背景 

芸術教育と異なり、実社会との関係性が強いデザイン教育の扱う範囲は多岐にわ

たるうえ、近年の技術革新によってこれまで「アイデア」に留まっていたものを

具現化する技術は急速に進歩している。都市デザインや建築、工業製品などに求

められる独創性はそれを実現可能にしてしまった技術ゆえに「アイデア／イメー

ジ」の域に留めることはできなくなっている。そこで、現代におけるデザインの

「独創性」とは何であるのか検証し、本学の教育改革に反映させることは喫緊の

課題である。 

 

本調査研究の目的 

本研究の第1の目的は、先行研究における「ザハ・ハディド (Zaha Hadid)建築の

プロセス・マネジメント」から抽出された事実に基づき、デザイン領域における

「独創性」はそれが使われる場所と機会を文脈として必然的に生まれるものであ

るという仮説を立てたうえで実証することである。そして、その研究結果が仮説

を裏付けるものであるか否かに関わらず、技術革新が変化させているデザインの

「創造性」とそれに対応できる教育改革の提言につなげることを第2の目的とし

ている。 

 

先行研究 

本研究に着目したのは、自身の先行研究において、かつてはその複雑さ故に

「Unbuilt（建てられない）建築家」と呼ばれていたハディドのアイデアが技術

革新により凄まじい勢いで実現している事実を調査している過程で出会ったドロ

ーイングにある。三次元の物体を設計・表現する手段として使う平面図・立面図

・断面図・模型といった手段に加え作品の思想と構造を二次元で表現するハディ

ド特有のドローイングを見続けたとき、作品間の類似性がない「独創性」に気付

かされた。また外観の複雑さや斬新さとその実現手段を研究対象としているなか

で、内部空間の快適性にも驚かされた。「Built（建てられる）建築家」となっ

たハディド作品の現物とドローイングを検証するなかで、「自身の生い立ちや思

想」よりもむしろ「使われる場所と機会（ハディドは家具や服飾デザインも手掛

ける）を文脈として創出する独創性」という仮説が浮かび、従来の建築家にはな

いその表現手段にも着目した。ハディドの必然的独創性とその表現としてのドロ

ーイングの関係について、先行研究は発表されていない。 



 

調査の実績 

の概要○○○ 

期待される成果 

世界的建築家ザハ・ハディドが描く超複雑な建築及びランドスケープの実現に

は、クライアント、設計・施工過程の革新、世界各国の専門家、法律や行政の

壁、予算と時間など通常の建築プロジェクトより遥かに複雑かつ国際的な組織の

マネジメントが要求されるのは周知であるが、もはや実現不可能なものではな

い。改めてその設計図とドローイングを検証することで今回の仮説を実証できた

とすれば、デザイン教育のひとつの軸を見出すことができる。建築・都市作品の

場合、土地が持つ文脈やエネルギーの流れ方、人々の動きなど複雑な要素を作品

に束ねて行く過程で「必然的に」この場所でこう使われる建築であればこういう

形になるのだということをクライアントや関係者に理解してもらうためにハディ

ドがドローイングを使い、「必然性から生まれる創造性」の表現を可能にしてい

たとすれば、本研究で蓄積・分析されたデータベースは教育手法やカリキュラム

改革に資するものと期待できる。 

 

現地調査による検証 

ハディドの実現第一作で 

ある「ヴィトラ消防署」 

は、ドイツ、ヴァイル・

アム・ラインに広大な社

屋 を持つヴィトラ社に

現存する。ハディドのド

ローイングが、実際に建

設された建築作品の生み

出す思想・機能・意匠を

どのように表現している

のか、ヴィトラ社学芸員

と共に検証した。絵画的

とも言える彼女のドロー

イングには曲線の重なり

と流れ、そこからつくら

れる室内外の空間の広が

りが、まさに予言したか

のように展開されてい

た。国立競技場で注目さ

れたハディドだが、その

形は「必然」から生まれ

た独創性を持つのか、日

本での議論が本格化し学

生が共に考えてくれるこ

とを願う。 
 

 

成果資料目録 特になし 

 

 


